
• バス乗り場の位置や名称
まで含んだ案内を実現

• 事業者が必要と思うレベ
ルの情報提供が可能

先進事例：
乗り場を含めたバス案内



先進事例（佐賀市営バス・祐徳バス）：
正確な情報でバス→バスの乗換も安心

• 佐賀空港から「枝梅酒造」を検索
• バス停位置が正確だから「県庁前」での乗換も

不安なし！



行政が地域交通の司令塔



• 地域交通法（活性化再生法）
改正で地域交通のリ･デザイ
ンを求めている

• 協議会の開催など地方自治体
に期待される役割は大きい

背景： 地域交通における行政の役割の高まり



• 市町村が主体となり、地域の交通事業者や利用者などを集めた
協議会を開催できる

地域公共交通会議など

出展： 中部運輸局愛知運輸支局
「地域公共交通会議等運営マニュアル」



• 客観的なものに向
き合うことで、理
性的な対話が出来
る

• 解釈のアイディア
が出やすい

人対人ではなく、皆がデータに向き合うように



都バスのサービスレベルを把握するマップを作成





公共交通の運行本数の直感的把握



人口と運行本数比較



中心地からの到達時間



地域ごとの通える高校数



• オープンデータ活用ハッカソン
– アプリ、乗り換え案内以外へも活用が検討される

データは人や地域を巻き込むきっかけ・起爆剤
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• GTFSデータをオープンソー
ス（無料）のGIS上で表示

• 行政職員向けの講習会を動画
配信中
– https://www.youtube.com/watc

h?v=w2gFMyK67ws

QGIS + GTFS-Go

https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws
https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws


• 【QGIS演習】行政
サービスにデータ資産
を活かす：公共交通
データを可視化する
QGIS演習

• https://www.youtub
e.com/watch?v=w2g
FMyK67ws

YouTubeで方法を公開！

https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws
https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws
https://www.youtube.com/watch?v=w2gFMyK67ws
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